
様式第３号の２（第７条関係） 

 

審 議 経 過 
                            ＮＯ．１ 

 
※主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。 

１ 開会 

 ◇委員の紹介。 

２ 会長あいさつ 

 ◇事務局の紹介 

 ◇審議会の概要説明 

３ 審議 

  ・委員１５名中、１１名出席。過半数の出席により本審議会は成立。 

（１）「伊万里市人権教育・啓発に関する基本方針」推進計画に係る具体的施策の

進捗状況について 

  資料１-1、資料１-2に基づき事務局より説明 

  ・推進計画に係る具体的施策の進捗状況について、令和４年度の実績評価を 

基本方針の第二次改訂を行った令和元年度以降と比較しながら説明した。 

  ・令和４年度の実績評価の概要 

   Ａ１ 264件(全体の66.8%)、Ａ２ 87件(22.0%)、Ａ３ 27件(6.8%) 、 

   Ｂ 3件（0.8%）、Ｃ 0件、Ｄ 11件（2.8%）、Ｅ 3件（0.8%） 

  ・新型コロナの影響により各事業が思うように実施できず、達成率（Ａ１の割

合）が令和元年度に比べ令和２～４年度が低くなっているが、YouTubeやケー

ブルテレビを活用するなど工夫を凝らし可能な限り事業を実施した。 

  ・コロナが５類に移行され実施できる事業も増え、令和５年度は達成率が上が

っていくものと期待している。 

□質疑 

 〔委員Ａ〕 

  ・№40の地区の清掃などの出不足金に男女差があることの是正の要請が「男女

協働参画基本計画」から削除されたことについて、詳しく説明を聞きたい。 

 〔委員Ｂ〕 

  ・男女が平等で協働で何かをやる、ボランティアの人たちが災害でも一生懸命

やっている時に、地域によってこのような差別があっていいものか強く思っ

た。もう一回検討してほしい。 

 〔事務局〕 

  ・資料に記載している内容以上のことは把握していないので、担当課にこのよ

うな質問があったことを伝える。 

 〔委員Ｂ〕 

  ・№148の老人福祉大会が季節的に暑く大変な8月に予定されているが、もう少

しいい季節にできなかったのか。 

 〔会長〕 

  ・市と市老連の共催なので、市の都合だけではなく市老連の都合もあったので

はないかと思う。担当課、市老連につなげておきたい。 

 

  ・評価は職員がしているのか、第三者がされているのか。 

 〔事務局〕 

  ・事業に従事した職員自身が行っている。 

  ・年度初めに前年度分の照会をかけ取りまとめている。 

〔尾形会長〕 



 

様式第３号の２（第７条関係） 

 

審 議 経 過 
                            ＮＯ．２ 

 
※主な発言の要旨等、審議経過がわかるように記載すること。 

 

（２）伊万里市における人権・同和対策関連事業の取り組みについて 

  資料２に基づき事務局より説明 

  ①「同和問題啓発強調月間（８月）」の啓発活動 （人権・同和対策課） 

  ②「人権週間（１２月４日～１０日）」の啓発活動（    〃    ） 

  ③人権啓発活動再委託事業           （    〃    ） 

  ④「新しい生活様式」に適応する『新たなスタイル』の住民啓発 （生涯学習課） 

  ⑤『従来のスタイル』の住民啓発               （   〃   ） 

⑥インターネットモニタリング                （  〃  ） 

□質疑 

〔会長〕 

  ・インターネットモニタリングについておたずねしたい。既にやっているのか、

見つけたものがあるのか。 

〔事務局〕 

  ・2020年4月から試行している。 

  ・実績としては、身分や犯罪歴が記載され今は閲覧禁止となっている壬申戸籍が

ヤフーオークションに出品されているのを発見し、県を通じて関係機関と連携し

て削除につなげた。 

  ・また、全国的に問題となっている被差別部落を撮影しインターネト上で公開す

る動画についても、県内の地区が公表された時点で法務局に削除要請を行った。 

  ・一部の動画については削除されたが、差別情報は今もなお拡散を続けており、

実効性のある法整備を求めていく必要があると考えている。 

（３）その他 

□意見等なし 

４ 閉会 

 

 

 


